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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
２
波
を
迎
え
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
拡
大
や
感
染
者
の
保
護
・
隔
離
、
治
療
な
ど
医
療
機
関
や
従
事
者
へ
の

負
担
が
増
え
医
療
崩
壊
の
危
機
が
現
実
味
を
帯
び
て
い
ま
す
。
埼
玉
医
労
連

の
保
土
田
さ
ん
に
、
い
ま
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
医
療
現
場
に
起
き
て
い
る

事
、
そ
の
問
題
点
と
解
決
の
方
向
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

緊
急
事
態
宣
言
発
出
の
時
期
を
上
回

る
勢
い
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。
県
は

医
療
分
野
の
感
染
症
対
策
と
し
て
再

拡
大
期
に
備
え
た
体
制
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
①
検
査
体
制
の
強

化
、
②
病
床
の
確
保
、
③
宿
泊
療
養

施
設
の
確
保
、
④
救
急
搬
送
体
制
の

構
築
、
⑤
医
療
物
資
の
確
保
（
備

蓄
）
の
５
つ
が
柱
で
す
（
表
１
）。

４
・
５
月
に
緊
急
事
態
が
宣
言
さ

れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
「
医
療
崩
壊

を
防
ぐ
」
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
感

染
症
拡
大
を
受
け
た
大
規
模
な
減
収

で
、
日
本
の
医
療
・
介
護
事
業
は
崩

壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
職
員

や
入
院
患
者
の
陽
性
確
認
に
よ
る
新

規
入
院
患
者
受
け
入
れ
停
止
や
救
急

外
来
な
ど
の
休
止
、
感
染
患
者
や
疑

似
症
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
空
床
確

保
、
外
来
患
者
の
受
診
抑
制
、
健
診

の
休
止
な
ど
に
よ
り
経
営
は
か
つ
て

な
い
ほ
ど
深
刻
な
状
態
に
陥
り
、
数

多
く
の
医
療
機
関
が
経
営
破
た
ん
の

危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
病
院
会
、
全
日
本
病
院
協

会
、
日
本
医
療
法
人
協
会
に
よ
る
４

月
の
調
査
で
は
、
１
３
０
７
病
院
の

医
業
収
益
が
前
年
比
10
・
５
％
減

少
、
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
調

査
（
２
８
６
病
院
回
答
）
で
も
患
者

急
減
で
前
年
比
83
・
６
％
の
減
に
な

っ
て
い
ま
す
。
私
の
勤
め
る
医
療
生

協
さ
い
た
ま
は
、
今
年
４
月
か
ら
６

月
の
収
益
が
前
年
同
時
期
の
約
88
・

６
％
に
減
少
し
、
計
上

剰
余
で
約
５
億
２
０
６

３
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
医

療
機
関
に
と
っ
て
は
致

命
的
で
す
。
医
療
機
関

は
元
々
薄
利
の
た
め
手

持
ち
資
金
が
少
な
く
、

大
幅
な
減
収
に
対
応
す

る
経
営
力
が
あ
り
ま
せ

ん
。
全
日
本
民
医
連
が

４
月
に
行
な
っ
た
緊
急

調
査
で
は
、
対
象
１
３

３
法
人
中
１
０
８
法
人

（
81
％
）
が
今
年
度
中
に
「
資
金
不

足
」
に
な
る
と
予
想
、
手
持
ち
資
金

の
流
失
に
よ
る
資
金
シ
ョ
ー
ト
か
、

返
済
見
通
し
の
な
い
借
金
を
す
る
ほ

か
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

日
本
病
院
会
の
会
長
は
「
こ
れ
ま

で
病
院
は
診
療
報
酬
な
ど
の
影
響

で
、
ボ
ク
シ
ン
グ
で
言
え
ば
、
た
く

さ
ん
の
パ
ン
チ
を
も
ら
っ
て
グ
ロ
ッ

キ
ー
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
パ
ン
チ

が
飛
ん
で
き
て
、
ダ
ウ
ン
し
て
い
る

状
況
。
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
寸
前
」
と
表

現
し
ま
し
た
。
東
京
女
子
医
科
大
学

が
夏
の
ボ
ー
ナ
ス
を
支
給
し
な
い
と

報
道
さ
れ
話
題
と
な
り
ま
し
た
が

（
そ
の
後
１
・
０
ヶ
月
支
給
と
回

答
）、
こ
の
夏
を
乗
り
切
っ
て
も
冬

の
ボ
ー
ナ
ス
の
大
幅
減
少
が
危
惧
さ

れ
る
状
況
で
す
。

日
本
医
師
会
は
総
額
７
兆
５
０
０

０
億
円
、
非
コ
ロ
ナ
対
応
の
医
療
機

関
へ
の
減
収
補
償
に
３
〜
８
月
分
で

約
１
兆
３
０
０
０
億
円
、
介
護
事
業

サ
ー
ビ
ス
へ
の
減
収
補
償
も
１
兆
４

０
０
０
億
円
の
要
望
を
提
出
す
る
な

ど
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
の
損
失

補
て
ん
を
、
す
べ
て
の
医
療
団
体
が

要
求
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
国
の
支

援
策
は
、
４
月
に
決
ま
っ
た
第
一
次

補
正
分
が
８
月
に
な
っ
て
や
っ
と
届

い
た
ば
か
り
。
第
２
次
補
正
予
算
も

不
十
分
で
す
。
支
援
策
は
こ
れ
か
ら

の
コ
ロ
ナ
対
応
の
病
床
確
保
や
設
備

投
資
な
ど
に
限
ら
れ
、
医
療
・
介
護

従
事
者
へ
の
慰
労
金
も
対
象
が
限
ら

れ
た
一
時
的
な
も
の
。
こ
れ
で
は
医

療
・
介
護
の
崩
壊
は
食
い
止
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
県
の
対
応
も
基
本
は
国
の

枠
組
み
に
沿
っ
た
も
の
で
不
十
分
で

す
。た

だ
ち
に
臨
時
国
会
を
開
催
し
、

補
正
予
算
の
予
備
費
10
兆
円
を
す
べ

て
の
医
療
機
関
・
介
護
事
業
所
へ
活

用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

医療崩壊を防ぎ、必要医療崩壊を防ぎ、必要
なコロナ対策を迅速になコロナ対策を迅速に
保土田 毅� 埼玉県医療介護労働組合連合会執行委員

埼玉県の「新型コロナウイルス感染症の再拡
大期に備えた医療体制（表１）� 県発表の資料より　

①検査体制の強化
　発熱外来を併設するＰＣＲセンター設置を促進。ＰＣＲセン
ター25か所、うち発熱外来のあるＰＣＲセンター13か所（７／
１現在）。帰国者・接触者外来と同等の機能を有する医療機関
（県が認定）。85機関（７／２現在）
②病床の確保

フェイズⅠ 
（小康期）

フェイズⅡ 
（拡大兆候期）

フェイズⅢ 
（拡大期）

フェイズⅣ 
（ピーク期）

ベッド数 140 600 1,000 1,400
うち重症用 20 90 150 200

②宿泊療養施設の確保　1,450室
③救急搬送の体制の構築
④医療物資の確保　　医療用マスクや防護服の支援、備蓄の調
達など
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埼
玉
県
は
全
域
が
都
心
か
ら
１
０

０
㎞
圏
に
あ
り
、
全
国
39
番
目
の
県

土
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。
農
業
生

産
で
い
え
ば
、
首
都
圏
４
千
万
人
の

消
費
者
に
安
全
で
新
鮮
な
食
糧
を
供

給
す
る
、
一
大
食
糧
生
産
基
地
と
し

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
８
年
で
み
る
と
農
業
粗

生
産
額
は
第
18
位
、
農
家
戸
数
８

位
、
専
業
農
家
数
10
位
、
農
業
就
業

人
口
12
位
、
米
生
産
16
位
、
野
菜
７

位
、
小
麦
３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長
く
続
い
た
農
業
軽
視
の

県
政

埼
玉
農
業
は
今
で
も
全
国
・
首
都

圏
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
が
、
か
つ
て
の
畑
県
政
の
も
と
で

の
農
政
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
は
県
の
農
林
予
算

で
す
。
平
成
４
年
の
５
３
７
億
円

埼
玉
学
習
会
議
共
同
代
表
の
柳
重

雄
氏
（
弁
護
士
・
元
民
主
県
政
の
会

代
表
）
は
、
学
習
の
友
８
月
号
（
２

０
２
０
年
）
で
「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

の
世
界
的
『
食
糧
危
機
』
と
日
本
の

将
来
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
報
告

し
て
い
ま
す
。

「
政
府
・
農
水
省
は
１
９
９
９
年

に
『
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
』

を
制
定
し
、
食
料
自
給
率
の
向
上
、

（
県
予
算
の
３
・
８
％
）
か
ら
、
平

成
31
年
に
は
２
３
６
億
円
（
同
１
・

３
％
）
に
激
減
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
間
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
名
の
下
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
締

結
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
、
日
米
Ｆ
Ｔ

Ａ
、
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
貿
易
自
由

化
が
す
す
め
ら
れ
、
現
在
多
く
の
農

民
が
将
来
を
見
切
り
、
農
地
を
手
放

し
、
農
業
経
営
か
ら
撤
退
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
現
象
が
起
き

て
い
ま
す
。
畑
県
政
以
降
の
土
屋
、

上
田
県
政
は
埼
玉
の
農
民
に
と
っ
て

耐
え
が
た
い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
で

も
土
屋
県
政
の
初
期
に
は
ネ
ギ
、
し

い
た
け
が
中
国
か
ら
大
量
輸
入
さ

れ
、
産
地
崩
壊
の
危
機
が
あ
っ
た
と

き
、
輸
入
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
「
セ

ー
フ
ガ
ー
ド
」
を
発
動
さ
せ
、
ま
た

学
校
給
食
に
地
元
の
農
産
物
を
活
用

さ
せ
る
な
ど
一
定
の
役
割
を
果
た
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

埼
玉
農
政
の
弱
点
が
さ
ら
け

出
さ
れ
た
26
年
降
雪
被
害

20
年
間
続
い
た
畑
県
政
の
あ
と

「
少
な
い
予
算
と
人
数
で
大
き
な
成

果
を
あ
げ
る
」「
儲
か
る
農
業
、
大

規
模
農
家
の
応
援
」
な
ど
、
家
族
農

業
切
り
捨
て
の
自
民
党
農
政
が
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
弊
害
は
平
成
26
年
２
月
に
起

き
た
未
曾
有
の
大
雪
に
よ
る
ハ
ウ
ス

倒
壊
被
害
（
被
災
農
家
約
１
万
５
千

戸
、
ハ
ウ
ス
被
害
な
ど
４
４
０
億

円
）
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
農
民
連
は
共
産
党
国
会
議
員
団

・
県
議
団
・
地
方
議
員
と
い
っ
し
ょ

に
、
降
雪
直
後
か
ら
被
災
地
に
入
り

倒
壊
ハ
ウ
ス
の
除
去
、
ハ
ウ
ス
再
建

の
90
％
補
助
な
ど
を
要
求
し
て
運
動

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
一
部
の
農
林

部
幹
部
が
「
大
し
た
被
害
で
は
な

い
」
と
被
害
実
態
を
小
さ
く
見
せ
よ

う
と
し
た
た
め
、
日
本
共
産
党
の
柳

食
料
安
全
保
障
の
確
立
を
め
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
き
た
。
し
か
し
食
料
自

給
率
は
向
上
せ
ず
、
し
か
も
日
本
国

内
で
調
達
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
外

国
か
ら
の
輸
入
、
備
蓄
な
ど
で
確
保

し
て
い
る
。
し
か
し
安
倍
政
権
の
も

と
で
の
農
産
物
輸
入
大
幅
自
由
化
、

農
業
破
壊
の
農
政
が
続
け
ら
れ
、
ま

す
ま
す
危
機
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
う
え
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
世
界
的
な
食
料
危
機
と
輸
出
制

限
が
強
ま
っ
て
い
る
」
と
し
、
コ
ロ

ナ
禍
の
も
と
で
食
糧
自
給
率
の
向
上

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
今
こ
そ
国

・
地
方
か
ら
農
政
の
転
換
を
は
か
る

よ
う
指
摘
し
て
い
ま
す
。

下
礼
子
県
議
が
議
会
で
「
県
が
考
え

る
よ
り
被
害
は
大
き
く
、
被
災
農
家

へ
の
補
助
金
も
届
い
て
い
な
い
」
と

迫
り
ま
し
た
。
上
田
知
事
（
当
時
）

は
「
末
端
ま
で
届
い
て
い
る
」
な
ど

実
態
と
か
け
離
れ
た
答
弁
を
行
い
ま

し
た
が
、
後
日
こ
の
誤
り
を
認
め
答

弁
を
撤
回
し
ま
し
た
。

現
県
政
の
下
で
の
埼
玉
農

業
再
生
の
課
題

か
つ
て
全
国
の
中
で
光
り
輝
い
て

い
た
埼
玉
農
林
行
政
が
、
再
び
光
を

取
り
戻
す
こ
と
は
可
能
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
県
知
事
と

と
と
も
に
農
林
部
の
姿
勢
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
畑
県
政
は
発
足
時
か
ら

地
域
農
民
や
農
業
・
農
民
団
体
の
声

を
聞
き
、
①
大
企
業
の
買
い
占
め
、

農
地
の
買
戻
し
事
業
、
②
埼
玉
県
農

業
災
害
救
済
特
別
事
業
、
③
学
校
給

食
の
安
全
性
を
考
え
た
県
内
米
・
小

麦
の
使
用
な
ど
数
え
き
れ
な
い
県
独

自
の
政
策
を
具
体
化
し
ま
し
た
。

知
事
を
先
頭
に
、
国
の
貿
易
自
由

化
方
針
の
見
直
し
を
迫
り
、
県
が
農

民
要
求
実
現
の
た
め
全
力
を
あ
げ
れ

ば
、
再
び
埼
玉
農
林
業
の
展
望
は
大

き
く
開
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

貿
易
自
由
化
を
見
直
し
、
農
民
要
求
実
現

貿
易
自
由
化
を
見
直
し
、
農
民
要
求
実
現

は
か
る
知
事
で
こ
そ

は
か
る
知
事
で
こ
そ
埼
玉
農

埼
玉
農

林
業
の

林
業
の

展
望
は
開
け
る

展
望
は
開
け
る

コ
ロ
ナ
禍
で
各
国
が
輸
出
制
限

コ
ロ
ナ
禍
で
各
国
が
輸
出
制
限��

��

問
わ
れ
る
日
本
の
農
業

問
わ
れ
る
日
本
の
農
業

埼
玉
農
民
連
副
会
長�

松
本
慎
一
さ
ん


